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2023年3月期第1四半期 業績の概要
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2023年3月期第1四半期 連結経営成績

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

四半期純利益

１ 株 当 た り

純 利 益

2023年3月期
第1四半期

12,058
(8.3%)

868
(47.9%)

1,121
(73.6%)

809
(△33.5%)

41.49円

2022年3月期
第1四半期

11,138
(26.0％)

587
(－)

646
(273.6％)

1,216
(－)

62.38円

売上
• 新型コロナウィルス感染症の影響によりアジア地域で停滞が見られたものの、国内・北米
では需要が回復基調に推移したこと等から、売上高は前年同四半期比８．３％増の１２０億
５千８百万円となりました。

利益
• 主力である射出成形機の需要が堅調に推移したこと等から営業利益は８億６千８百万円
(前年同四半期比４７．９％増)となった。この結果、経常利益は１１億２千１百万円（前年同四半期
比７３．６％増）、四半期純利益は８億９百万円（同３３．５％減）となった。

単位：百万円 （ ）内前期比
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連結業績概要【前年同期比】

単位： 百万円、比率％

2022年3月期
1Q実績

2023年3月期

1Q実績

対前期比

差異 率

射 出 成 形 機 8,676 9,353 676 7.8

周 辺 機 器 456 466 10 2.2

部 品 1,535 1,784 250 16.3

金 型 等 471 455 △16 △3.3

売 上 高 合 計 11,138 12,058 920 8.3

売 上 総 利 益 3,368 3,899 530 15.8

一 般 管 理 販 売 費 2,781 3,031 249 9.0

営 業 利 益 587 868 281 47.9

経 常 利 益 646 1,121 475 73.6

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

1,216 809 △407 △33.5
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連結売上高(セグメント別)増減 [2022/3期1Q⇒2023/3期1Q]

22/3期1Q 日本 欧米地域 アジア地域 23/3期1Q

＋920百万円11,138 12,058

外部顧客への売上高の増減

・自動車関連を
中心に需要は
回復基調

・停滞していた経
済活動が再開し、
回復基調

・中国における
厳格な新型コ
ロナウィルス政
策により経済
活動が停滞

＋162
＋1,075 △317

アジア地域
2,940

欧米地域
4,549

日 本

3,648

日 本

3,811

欧米地域
5,624

アジア地域

2,622
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連結売上高(製品別)増減 [2022/3期1Q⇒2023/3期1Q]

22/3期1Q実績 成形機 周辺機器・金型等 部品 23/3期1Q実績

△6＋676 ＋250

射出成形機

周辺機器

部 品

金型等

射出成形機

周辺機器

部品

＋920百万円11,138 12,058

周辺 ＋10
金型等 △16

金型等
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連結営業利益(製品別)増減 [2022/3期1Q⇒2023/3期1Q]

0

500

1,000

1,500

22/3期1Q実績 成形機 周辺機器・金型等 部品 管販費 23/3期1Q実績

百万円

2022.3期1Q 2,781

2022.3期1Q 3,031

管理販売費増249=利益減に作用
主な内訳…

給料手当＋66、
変動費(運搬費等)＋82
手数料＋44、試験研究＋20、等

＋211

＋276

営業利益

営業利益

868

587

＋43

＋281百万円587 868

△249
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連結営業利益(セグメント別)増減 [2022/3期1Q⇒2023/3期1Q]

0

500

1,000

1,500

2,000

日本 欧米地域 アジア地域 合計

（セグメント間取引消去前）

日本 欧米地域 アジア地域 合計

23/3期1Q
セグメント利益

22/3期1Q 23/3期1Q22/3期1Q
セグメント利益

1,031

198
51

1,281

162

725

＋572

＋36 △53

104

＋555

＋555百万円725 1,281

458

22/3期1Q 23/3期1Q 22/3期1Q 23/3期1Q
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連結営業利益 ～セグメント間取引消去

0

500

1,000

1,500

2,000

セグメント利益 セグメント間取引消去 セグメント間修正 連結営業利益

（財務諸表 記載額）（セグメント間取引消去前）

販売子会社
未実現利益

営業利益
868

セグメント利益
1,281

その他連結修正

△507 ＋94

各工場未実現＋43
各工場期ズレ調整＋9
工事進行基準海外子会社分＋38
その他＋4

ＮＡ △395
NPC △50
ＮM △24

△412百万円1,281 868
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連結経常利益の増減 [2022/3期1Q⇒2023/3期1Q]

0

500

1,000

1,500

2,000

22/3期1Q実績 営業利益変動 為替影響 その他営業外収支 23/3期1Q実績

＄円レート： 期初 ￥ 122.39⇒ 6/末 ￥136.68
元円レート： 1/初 ￥18.06 ⇒3/末 ￥19.26

＋281

△11 ＋205

経常利益

646

経常利益

1,121

受取配当金＋25、
デリバティブ評価＋149
その他増減

営業利益増による
利益増加

22/3期1Q 為替差益 87

23/3期1Q 為替差益 76

＋475百万円
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射出成形機の需要先別出荷台数推移 (当社)

自動車関連、ＩＴ関連、医療・容器関連の３本柱が、
出荷の大半を占めている。

22

53

67

10

59

32

34

204

172

193

308

93

393

357

484

560

300

550

151

247

495

622

646

325

652

378

300

746

0 500 1,000 1,500 2,000

23/3-1Q

22/3下期

22/3上期

22/3-1Q

21/3下期

21/3上期

21/3-1Q

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

２０２２/３期１Ｑ
自動車…国内横ばい、海外堅調
ＩＴ…東アジア中心に大きく減少
医療・容器他…特に国内で雑貨が堅調、医療・容器横ばい

1,352

861(四半期)

1,654

1,548

1,665

711(四半期)

（34.8%）

（36.2%） （41.7%）
（2.2%）

（39.4%）

（29.7%）(21.4%） （44.8%）

（45.3%）

（14.0%）（3.3%）

（4.0%）

（37.3%）

（46.0%）（35.8%）（14.3%）
（3.9%）

（23.8%）

（19.9%）

（37.7%）

（1.4%）

（53.2%）
（21.2%）（24.2%）

662(四半期)

（23.7%）

(3.7%）

（33.3%）（3.6%）
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射出成形機の受注推移
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射出成形機の需要先別受注台数推移 (当社)

17

46

82

32

44

41

19

145

404

410

207

434

162

58

225

507

540

291

620

477

206

355

848

780

410

734

658

351

0 500 1,000 1,500 2,000

23/3-1Q

22/3下期

22/3上期

22/3-1Q

21/3下期

21/3上期

21/3-1Q

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

（3.0%）

（32.5%） （55.4%）

（9.1%）

（3.1%）

（12.1%） （357%） （49.2%）

（33.8%） （40.1%）

（2.4%）

（23.7%）

（22.0%） (43.6%）

（43.0%）

（4.5%）

（2.5%）

（47.8%）

（47.0%）

（30.3%）

（19.5%）

(22.4%）

（2.3%）

（28.1%）

742 (四半期)

（31.0%）
（3.4%）

（22.6%） （29.8%）

・23/3期1Qの受注台数は742台。前年同期比21.1％減。

・自動車は国内横ばい、海外は堅調に推移。

・ＩＴ関連は東アジア向けを中心に若干停滞。

・容器類は国内回復基調、工業部品は国内を中心に底堅い動き。

634 (四半期)

1,338

940 (四半期)

1,832

1,812

1,805
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射出成形機の受注台数推移 (当社)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2011年
2Ｑ

3Ｑ 4Ｑ 2012年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2013年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2014年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2015年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2016年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2017年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2018年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2019年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2020年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2021年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2022年
1Q

受注台数

2020年1Ｑを底にして四半期ごとの受注推移は増加に転じている。

直近1Qは若干停滞したが目安となる600台以上を確保。

台

中国ＩＴ
関連需要

中国ＩＴ
(MIM)需要

中国LED照明
向け需要

中国IT
関連需要

米中貿易
摩擦

コロナ禍
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射出成形機の受注残台数推移 (当社)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2011年
7月

10月
2012年

1月

4月 7月 10月
2013年

1月

4月 7月 10月
2014年

1月

4月 7月 10月
2015年

1月

4月 7月 10月
2016年

1月

4月 7月 10月
2017年

1月

4月 7月 10月
2018年

1月

4月 7月 10月
2019年

1月

4月 7月 10月
2020年

1月

4月 7月 10月
2021年

1月

4月 7月 10月
2022年

1月

4月

受注残台数

新型コロナの影響により減速したが、2020年8月頃を境に増加に転じている。
国内外で自動車関連需要や東アジアを中心にＩＴ需要が堅調に推移し、受注が積み増している状態

タイ水害復興需要 中国MIM需要

米中貿易摩擦

コロナ禍
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2023年3月期計画について
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2023年3月期 経営方針

経営方針

１．真のグローバル経営の強化

２．グローバル市場への積極的展開による

営業強化

３．グローバル生産体制の強化

４．グローバルリスク管理体制の強化
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2023年3月期上期 連結損益計画

単位 ： 百万円、比率％

2023年3月期 2023年3月期 連結計画

1Q実績 上期計画 達成率％

売 上 高 12,058 23,000 52.4％

営 業 利 益 868 1,380 62.9％

(利益率） 7.2 6.0 ー

経 常 利 益 1,121 1,450 77.3％

(利益率） 9.3 6.3 ー

当 期 純 利 益 809 900 89.9％

(利益率） 6.7 3.9 ー

販 売 台 数 733 1,371 53.5%

生 産 台 数 624 2,132 29.3%
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連結設備投資・研究開発計画

百万円

2023年3月期 1Q実績

主な設備等 本社

第7工場塗装ﾌﾞｰｽ、給排気ﾌｨﾙﾀ設置

米国工場増築(手付金 建設仮勘定)

ﾎﾝﾏ設置、五面加工機ﾚﾄﾛﾌｨｯﾄ追加工事

その他、維持投資等

4

581

60

91

設備投資総額 736

本社出資

減価償却費 360

研究開発費 108



20

配当について

年間配当金／配当性向(連結)の推移

-20
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17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

1株当り配当額 1株当り純利益 自己資本利益比率 配当性向
％円

2018/3月期 2019/3月期 2020/3月期 2021/3月期 2022/3月期 2023/3月期(予想)

1株当り純利益 73.85円 129.56円 32.30円 30.71円 137.43円 97.42(予)

1株当り配当額 23.00円 30.00円 20.00円 20.00円 30.00円 35.00円(予)

中間配当 13.00円 10.00円 15.00円 5.00円 15.00円 20.00円(予)

期末配当 10.00円 20.00円 5.00円 15.00円 15.00円 15.00円(予)

配当性向 31.1％ 23.2％ 61.9％ 65.1% 21.8% 35.9%(予)

自己資本利益率 4.8％ 7.9％ 1.9％ 1.8％ 7.7％ —

・ ２０２２３年３月期 年間配当は、1株につき35.00円(中間20.00円、期末15.00円)を予定。
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トピックス
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監査等委員会設置会社への移行

2022年6月開催した第66期定時株主総会において承認されたことを受け
当社は、『監査等委員会設置会社』へ移行しました。 2022.6.24

<移行前> <移行後>

<移行の目的>
 経営の透明性の向上…監査等委員会が、業務執行の適法性、妥当性の監査・監督を担うことでより透明性の
高い経営を実現し、国内外のステークホルダーの期待により的確に応えうる体制の構築を目指します。

 意思決定の迅速化…取締役会の業務執行決定権限を取締役に委任することにより、取締役会の適切な監督の
もとで経営の意思決定および執行のさらなる迅速化が可能となります。

監査役会設置会社 監査等委員会設置会社
 取締役任期2年
 監査役任期4年
⇒監査役は3人以上、その半数が社外
監査役で構成

取締役任期1年
取締役・監査等委員任期2年
⇒委員の過半数が社外取締役で構成
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展示会情報

ＮＩＳＳＥＩ ＲＥＤ ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ ｉｎ Nagano2022” ＥＶシフトが進む
自動車業界をメインターゲットとし、車載部品の樹脂化・軽量化ニーズ(金属代替等)への用途
提案・開拓のため熱硬化性樹脂成形に特化したプライベートフェアを開催。
また、初の試みとして、熱硬化性樹脂メーカの住友ベークライトとの共同開催を実施しました。

2022.6.7-.6.9

新ハイブリッド式高性能射出成形機

FWX760Ⅲ-130BK

新ハイブリッド式高性能射出成形機

FNX110Ⅲ-18AK

#熱硬化性専用
#インサート成形
#多彩な熱硬化性
樹脂への対応

#熱硬化性専用
#大型・⾧繊維化対応
#ダウンサイジング
#2つの射出コンプレッ
ション技術



本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきまし
ては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
今後様々な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。


